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2024-25 年度会長を仰せつかりました飯塚です。 

私はあがり症で人前で話すのが苦手でして、今年度は会長挨拶は短く、皆

さんの食事時間を長くをモットーにやっていきたいと思っています。 

さすがに今回は私の自己紹介くらいはしたいと思います。 

・１９６８年（昭和４３年）１月１０日大雪の中、高田の知命堂病院にて 

植木家の次男として生まる 

・３歳の時に飯塚家へ養子縁組 

・大手町小学校・城東中学校・北城高校で吹奏楽、京都産業大学でバンド 

活動と音楽漬けの学生生活 

・中学生のころ高田東 RC のクリスマス例会に出る 

・(株)竹中道路では東京本社で総務、大阪支店で工事事務等を経験 

・２５歳で上越へ戻り飯塚組建設(株)に入社、現場代理人、営業、管理業務を経て平成１９年代表就任 

・多くの人との出会いがあり、平成２８年に本山さんから誘われ高田 RC 入会 

・入会時の挨拶は「縁と分相応」 

分相応でない会長職を仰せつかりましたが、縁を大切に一年間頑張ります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
出席率 98.00％ 
 
 
大谷光夫君：6/29 地区諮問委員会、米山年度感謝の集い 
 
 

 
 

入会式：赤須義洋君 
㈱八十二銀行高田支店 支店長 
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会長･幹事：一年間よろしくお願いいたします。 
髙坂光一君：飯塚会長、細野幹事、いよいよですね。
始まれば終わります。一年楽しんでください。 

鈴木陽一君：一年間よろしくお願いいたします。 
赤須義洋君：入会に際して 

 
 

配布物：週報№40、2024-25 年度事業計画書、 
ロータリーの友 7 月号 

回覧物：ガバナー月信 7 月号 
報告 ：7 月のロータリーレート 161 円/＄、 

7/12 ガバナー補佐事前訪問日 
 
 
 

クラブ協議会配付資料をご参照ください。 
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飯塚会長 ﾛｰﾀﾘｰ情報･職業分類委員会 
羽深委員長 

 

会員選考委員会 
大谷委員長 

 

髙橋ＳＡＡ 
会員増強委員会 髙橋委員長 

クラブ奉仕 A 
霜村委員長 

 

出席ニコニコ BOX 委員会 
鈴木委員長 

 

国際奉仕委員会 
宮下委員長 

 

社会奉仕委員会 
佐藤委員長 

 

今日のお食事 松花堂弁当 
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ＳＡＡ 委 員 長 髙橋正彦 
 副ＳＡＡ 遠藤 巌・佐藤憲二・本山秀樹 
※運営方針 

「ロータリーに共に参加し、共に学び、共に楽しもう」の、会長方針に沿って、例会が秩序正しく、楽
しく交流、親睦を深める環境作りを行います 

※事業計画 
  ・例会を 12 時より開場し、お茶、コーヒーの提供し会員同士の交流の場として活用する 
  ・例会食を季節感のある食事の提供に努めます 

・出席ニコニコ BOX 委員会の協力を得て、当日欠席によるフードロスの解消 
（出席変更は水曜日午前中までに事務局へ連絡）時間厳守 

・セレモニー（誕生祝い他）日において対象者を前の席に誘導する（対象者の席を決めておく） 
・お客様・卓話者・新会員等が、孤立しないよう、関係者を誘導する 
・3 クラブ合同例会（高田・新井妙高・高田東）（高田・直江津・越後春日山）の２合同例会を、幹事と
相談の上行う 

・席の固定化防止対策として、月 1 回程度のクジ引きによる席決めを行う 
 

クラブ奉仕Ａ 霜村 浩 
※運営方針 
   職業分類・ロータリー情報、会員増強、会員選考、衛星クラブの各委員会と連携協力し、会員皆様から

もご協力をいただき、情報を共有・分析し、会員増強に努めます。 
また将来の親クラブ発展に繋がる様、衛星クラブへの入会促進を引き続き積極的に行います。 

 
職業分類・ロータリー情報委員会  委 員 長 羽深耕時 

副委員長 山田 守 
委    員 中田 正 

※運営方針 
クラブ運営と委員会活動は均衡ある職業分類にあると思います、職業分類の細分化により均衡ある会員構成
と組織が大切です。 
クラブ内のコミュニケーション向上のためロータリー情報の提供に努めます。 
※事業計画 

1、新入会員を中心としたファイヤーサイドミーティングを開催する。 
2、RI,地区の新しい重要な情報を提供する。 

 
会員増強委員会 委 員 長 髙橋正彦 
 副委員長 原野聖子 
 委    員 飯塚宏佳・細野 仁 
※運営方針 

会員増強は、優先課題であると思います、会長方針を基本とし、奉仕活動等を通じて、地域への認知度
を高める為、各委員会の協力をお願いし会員増強を図ります 

※事業計画 
・性別の隔てなく、会員増強を図り、年齢の若い世代の増強を目指す 
・各会員が、入会候補者を例会にお招きし、ロータリークラブ活動を理解して頂き入会を促す 
（候補者はメイク料無料） 
・衛星クラブ委員会と協力をし、多くの親クラブとの交流を行い、親クラブへの移籍を働きかける 
・退会防止の為、各委員会と協力をして、明るく、楽しく共に参加が出来るロータリー活動を行う 
 

会員選考委員会 委 員 長 大谷光夫 
 副委員長 渡邉 隆 
※選考基準 
   より多くの会員の皆様より推薦をいただき、歴史ある高田ロータリークラブの会員として相応しいか

どうか審査・選考を行います。   
 
衛星クラブ委員会 委員長  山崎公一 
 副委員長 西山要耕 
※運営方針 

設立５年周年を迎える高田さくらロータリー衛星クラブの成熟と更なる発展に向けた活動の実施 
 

2024 年 7 月 5 日 クラブ協議会資料 
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※事業計画 
衛星クラブ会員一人ひとりがロータリアンとして自覚を持ち有意義な活動となるよう支援 
・会員増強による組織規模の拡大（目標純増２名） 
・衛星クラブ単独事業の実施とその支援・参加（年間２回以上） 
・月 1 回の合同例会以外の親会例会（移動・夜例会含む）を増加（前年比増） 
・ファイヤーサイドミーティング等ロータリー研修・大会等親会行事への積極参加によるロータリアンと
しての意識・理解の醸成（各会員最低１回参加） 

・ロータリアンとしての基本活動である寄付（ロータリー財団・米山奨学金）・各種募金行為への積極的
行動に向けた意識醸成・勧奨   

 
出席･ニコニコＢＯＸ委員会 委 員 長 鈴木陽一 
 副委員長 佐藤憲二 
 委    員 福田 聖・小柳勝司・宮下 敦 
※運営方針 

・例会出席はロータリアンの基本です。各委員会と連携して魅力ある例会運営に努め友情の輪を大きくし
ていきたい。 

・ニコニコ BOX の周知を図り、社会奉仕の貴重な基金作りに協力をお願いする。 
※事業計画 
  ・ニコニコと近況などを報告できるような雰囲気作りに努力する。 

・曜日や時間の関係で例会に出席できない会員への対応を検討する。 
・例会欠席の 2 日前までの取消連絡を徹底する。 
・社会奉仕委員会、親睦委員会と協力してオークションを開催する。 

 
国際奉仕委員会 委 員 長 宮下啓三 
 副委員長 佐藤 信 
 委    員 石田誠夫・石倉 悟 
※運営方針 
  ・国際奉仕の意義についてもう一度よく考える 

・他委員会との合同委員会を開催する 
※事業計画 

・次年度グローバル補助金申請の準備検討業を行う（スリランカアイバンク協会支援） 
・国際奉仕フォーラムディスカッションへの参加   

   ２０２４年８月開催予定（場所：長岡グランドホテル） 
・カナダ カルガリー国際大会への参加推進（６月２１日～２５日） 
・世界平和への関与 

 
社会奉仕委員会 委 員 長 佐藤信明 
 副委員長 大島 誠 
 委    員 澤井祥典・西山要耕 
※運営方針 

会長方針「ロータリーに共に参加し、共に学び、共に楽しもう」を踏まえ、ロータリー財団委員会と協
力して、地域社会に貢献する社会奉仕活動を実践します 

※事業計画 
・ロータリー財団地区補助金共同企画プロジェクト 
「利他一善・地域に利他の心を広げよう」ををロータリー財団委員会と共に行います。 
参加の第 7 分区 RC は高田・新井妙高・高田東・越後春日山の 4RC です。 
＜事業内容（案）＞ 
参加者は上越市・妙高市の住民で、具体的には保育園・幼稚園・小学校・中学校等と地域企業の 800
人程度を予定し、参加者は 1 日 1 つの良い事を 7 月下旬から 9 月上旬頃に 30 日間行ってもらい、10
月下旬以降に参加者に集まってもらい花の種をつけた風船を飛ばします。 

・恒例行事のオークションを出席ニコニコ BOX 委員会、親睦委員会の協力を得て 2 月に開催します 


